
「真面目」をモットーに
フロントにてお客様を
お出迎え致します！

太平洋を一望できる
ラウンジでお待ち
しております♪

～これで貴方も観洋ツウ

前山和宏（まえやまかずひろ）

所属：フロント

①岩手県

②海
③ポジティブなところ
④身に余る光栄です！
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遠藤久美子（えんどうくみこ）
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①南三陸町志津川

②特にないです…
③よく笑うところ
④これからも笑顔を絶やさず
頑張ります！ 2014年 元旦

当館の親会社である株式会社阿部長商店の受賞の選定
理由は、業界に先駆け食品製造の国際基準ＨＡＣＣＰ
を導入するなどして水産加工品の海外販路を開拓した
こと、ホテル経営等の観光業にも早くから進出、6次
産業化の先駆けともいえる事業運営により事業を拡大
し、地域の雇用・交流人口の増加等地域活性化に貢献
していることが挙げられました。東日本大震災では、
自らも被災しましたが、約600名の被災者を二次避難
としてホテルに受け入れたことも大きく評価されてい
ます。

当館のホームページが大幅に

リニューアルいたしました！



　震災を風化させない為に毎朝運行している語り部バス

　実は、当館のスタッフが語り部として活躍しています♪

【 質問 】　①自己紹介　②語り部をしてみての感想

③私の思い・語り部テーマ

  ①趣味はＮゲージ収集、特技は日曜大工です
  　出身：気仙沼市本吉　　勤続年数：　２７年　

  ②真剣に話を聞いて頂き、とても有難いです。
　　話を聞いて下さる人が１人でもいらっしゃれば、
　　ずっと続けたい！と心から思ってます。

  ③映像やネットの情報だけでは知る事が出来ない
　　南三陸町を、より多くの方に知って頂く為に、
　　現地で働く我々の言葉で当時の状況や、
　　南三陸町の現状を伝えていきたいと思います。

イベント（当間）

ネットショップ情報⇒
高田

・NEC ・すがわら先生
・かもめ餌付け体験

・朝日新聞写真展

・ヒューマンノート ・羽衣敬老会

フリー 写真中心

マリンパル
・運動会
・ハロウィン
・勤労感謝

昨年11月17日に開催された
「ビジネスマッチ東北2013」
そのイベントに企画課の渡邊課長と、
ネット販売課の尾崎係長が参加して参りました。
東北最大級のマッチングイベントという事で、
一般来場者も約7,000名を超え、
非常に盛り上がったイベントでした！
『物販ブースの他に、
一緒にビジネス出来る様な方々と
マッチングがあり良かった♪』との事でした。

昨年9月28日、
予約課の伊藤主任が「出張語り部」として
三重県に行って参りました。

海星高等学校聖堂で行われた講演では、
中等部・高等部の生徒の方々が集まり、
伊藤主任の話を熱心に
聴いていただきました。

昨年12月28日、
当館の「語り部ツアー」を研修として、
安城学園高等学校の野球部とサッカー部の
皆様が南三陸町にお越しになりました。
以前にもお越し頂いており、
非常に熱心に、当館の語り部の話に
耳を傾けて下さいました。
『これからも継続的に訪問します』との事でした。


